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の
秋
播
れ
ん
げ
九
月
～
十
月
　
　
　
＠
越
　
表
　
　
　
　
　
　
　
自
分
の
家
で
自
分
の
村
で
生

　
　
　
　
　
　
　
播
種
奨
励
　
　
　
田
二
五
〇
反
O
O
三
歩
　
　
産
さ
れ
た
も
の
は
極
一
少
部

　
同
青
刈
大
豆
　
一
一
月
専
三
月
　
　
　
　
畑
一
五
八
反
五
〇
五
歩
　
　
分
に
過
ぎ
ま
せ
ん
殆
ん
ど
が

　
　
　
　
　
　
　
播
種
奨
励
　
　
　
翼
下
渡
川
　
　
　
　
　
　
　
　
村
外
か
ら
貨
幣
を
以
て
移
入

　
　
春
播
れ
ん
げ
二
月
？
三
月
　
　
　
田
　
八
七
反
一
〇
五
歩
　
　
き
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
り

　
㈹
実
績
調
査
　
播
種
奨
励
　
　
　
　
　
畑
　
三
二
反
八
O
O
歩
　
　
ま
す
か
ら
生
活
を
豊
か
に
し

　
，
堆
　
肥
　
　
十
一
月
「
　
　
合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
力
を
充
実
す
る
た
め
に

　
　
草
木
灰
　
三
月
　
　
二
、
〇
九
八
反
八
一
五
歩
そ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
果

　
㈲
増
産
共
進
会
の
開
催
　
　
　
　
　
に
対
し
大
体
左
の
順
序
に
　
　
樹
、
．
篇
菜
、
煙
草
等
の
換
金

．
⑤
灰
溜
設
置
奨
励
　
　
　
　
　
　
依
り
実
施
す
る
。
　
　
　
　
作
物
を
導
入
す
る
こ
と
が
必

．
㈲
土
襲
調
査
の
実
施
　
　
．
・
　
・
②
四
月
よ
り
各
区
長
を
通
じ
　
・
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
十
一
月
～
十
二
月
下
旬
　
　
　
啓
蒙
開
始
　
　
　
　
　
　
　
m
果
樹
の
増
殖

◎
病
害
虫
防
除
の
徹
底
　
　
　
　
㈹
十
月
よ
り
本
格
的
啓
蒙
　
　
　
　
ω
苗
木
の
．
斡
旋

　
ω
村
防
除
計
画
樹
立
五
月
　
　
．
㈲
幻
燈
ポ
ス
タ
ー
　
　
　
　
　
㈲
管
理
の
徹
底

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
中
　
　
　
何
計
画
委
員
の
選
任
　
　
　
②
煙
草
の
増
反

　
②
資
材
斡
旋
・
　
　
　
　
　
　
　
㈲
権
利
者
調
査
　
　
　
　
　
　
㈲
新
耕
作
者
の
確
保

　
㈹
種
子
籾
消
毒
．
五
月
上
旬
　
　
　
斜
二
分
の
一
以
上
の
同
意
　
　
　
㈲
現
耕
作
者
の
転
作
防
止

　
㈲
苗
代
病
害
虫
防
除
の
徹
底
　
　
㈲
耕
地
図
作
成
　
十
一
月
　
　
O
論
罪
の
奨
励
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計
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昌
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・
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騨
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．
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≡
…
…
　
O
畜
産
の
奨
励
・

　
全
農
家
に
配
布
ず
み
　
　
　
　
㈲
　
知
事
に
許
可
申
請
提
出
　
　
牛
が
本
籾
の
農
巣
経
営
に
も

。
蘇
網
魏
の
調
査
　
ゆ
響
の
許
可
翫
贈
蕊
簸
卿
齢
難
民

　
　
船
増
殖
計
画
の
樹
立
　
　
　
口
P
実
施
移
動
五
月
～
七
月
　
　
力
を
維
侍
増
進
す
る
の
に
欠

　
　
㈲
既
成
畦
畔
茶
園
の
実
態
　
　
⑱
差
金
精
算
　
五
月
～
七
月
　
　
く
こ
と
の
出
来
な
い
堆
肥
の

　
　
　
調
査
　
　
’
　
　
　
　
　
㈱
登
記
事
務
，
　
　
　
　
　
原
料
で
あ
る
厩
肥
が
一
頭
の

　
②
増
殖
の
指
導
啓
蒙
、
　
　
O
農
地
整
備
事
巣
の
推
進
　
　
　
　
牛
か
ら
一
、
八
O
O
貫
乃
至

　
　
㈲
部
落
座
談
会
の
開
催
　
　
　
農
林
漁
業
資
金
の
融
資
を
受
　
　
二
、
O
O
O
貫
生
産
さ
れ
又

　
　
㈲
茶
園
の
作
り
方
印
刷
配
　
　
・
け
農
地
の
交
換
分
合
と
並
行
　
　
仔
牛
が
農
家
の
経
済
を
潤
し

　
　
　
馨
し
て
農
地
整
備
事
粟
（
農
道
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
力
で
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鱒
種
子
の
斡
旋
　
　
　
　
　
の
整
備
、
用
排
水
略
の
改
修
　
　
あ
り
ま
す
が
未
だ
充
分
と
は

　
⑧
人
種
指
導
講
習
会
開
催
　
　
　
新
設
．
急
堰
の
設
置
等
）
を
推
　
　
云
え
ま
せ
ん
の
で
次
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
月
頃
　
　
通
し
て
い
ま
す
。
現
在
一
般
　
　
な
事
を
実
行
し
て
畜
産
の
妙

　
㈲
播
種
指
導
督
励
　
　
，
　
　
　
の
申
込
を
受
理
中
で
あ
り
ま
　
　
昧
を
満
き
っ
し
ま
し
ょ
う
。

　
⑤
製
茶
工
場
建
設
資
金
激
資
　
　
す
が
今
ま
で
に
「
わ
ら
び
の
　
　
0
ゆ
優
良
基
礎
牝
牛
の
導
入

　
　
の
斡
旋
　
　
　
　
　
　
　
　
」
農
道
外
四
ケ
所
の
申
込
が
　
　
　
　
　
目
標
　
五
〇
頭

　
㈲
先
進
地
視
察
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
す
。
希
豊
地
区
は
至
　
　
　
紛
自
己
資
金
に
よ
る
導
入

O
農
地
交
換
分
合
の
推
進
　
　
　
　
急
申
込
ん
で
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さ
い
。
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標
　
三
〇
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ω
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度
実
施
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O
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済
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物
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何
融
資
に
よ
る
導
入

　
　
㈲
寺
迫
　
　
　
　
　
　
　
現
在
の
経
済
機
構
は
貨
幣
甲
　
　
　
　
　
目
標
　
二
〇
頭

　
　
田
八
四
九
反
四
〇
一
歩
心
で
あ
か
ま
す
が
自
分
の
身
②
牡
牛
の
牝
牛
切
替

　
r
畑
七
二
一
反
O
O
一
歩
　
の
廻
り
や
二
士
を
見
る
ど
き
　
　
　
　
本
年
目
様
五
〇
頭
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作
意
来
襲
し
た
台
風
の
災
害
と
デ
フ
レ
の
影
響
を
受
け
沈
滞
の
極
に
あ
る
村
経
済
振
興

の
方
途
に
つ
い
て
六
丹
十
日
経
済
振
興
対
策
委
員
会
を
開
催
し
て
協
議
研
討
の
上
左

記
の
よ
う
に
方
針
を
決
め
ま
し
た
の
で
村
民
の
皆
様
の
絶
大
な
御
協
力
を
御
願
致
し
ま

す
。
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冨

昭
和
三
十
年
度
経
濟
振
興
欝
箪
推
進
要
領

一
、
轟
本
方
計

　
阻
和
二
十
六
年
度
を
第
一
年

度
と
し
た
本
村
経
済
振
興
五
ケ
、

年
計
画
は
本
年
を
余
す
の
み
隻

な
っ
た
が
顧
み
る
に
過
去
の
三

三
に
対
す
る
実
績
は
経
済
事
情

　
　
　
　
　
　
　
の
変
動
未
曽

うカで興そ村はわれ等われ等

有
の
台
風
災

害
等
に
よ
り

遅
々
と
し
て
．

進
ま
ず
未
遂

・
行
の
計
画
全

部
を
今
年
度

．
を
以
て
完
遂

し
調
べ
く
も

な
い
が
五
ケ

年
計
画
の
集

約
点
た
る
農

林
産
業
の
振

興
、
防
災
対

策
、
農
協
の

，
．
整
婦
強
化
、

「
新
生
活
運
動

の
実
践
等
を

と
わ
あ
げ
之

等
重
点
目
標

に
つ
い
て
実

行
可
能
な
問

題
を
碧
実
に

．
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
第

一
次
五
ケ
年

計
画
を
有
終

の
美
に
終
り

以
て
本
村
経

済
振
興
の
基

盤
を
確
立
す

る
。

二
、
輿
窃
婁
偏

－
、
描
進
●
勢
の
強
化

　
㈲
村
は
村
振
興
対
策
委
員
会

　
　
を
随
碍
開
催
し
て
計
画
の

　
．
綜
合
的
検
討
を
行
い
又
別

　
　
途
に
村
振
興
対
策
委
員
会

　
　
を
中
心
と
し
役
場
、
農
協

　
．
係
職
員
を
以
て
部
会
を
構

’
　
成
し
て
主
要
実
施
事
項
の

　
　
・
推
進
に
つ
い
て
具
体
的
に

　
　
研
究
検
討
し
て
部
落
の
指

　
　
導
推
進
に
当
る
。

　
静
観
は
区
長
を
中
心
と
し
た

　
　
区
振
興
対
策
委
員
会
を
組

　
　
・
織
し
て
区
の
立
地
条
件
等

　
　
を
勘
案
し
て
実
情
に
則
し

　
　
た
計
画
を
樹
て
村
と
緊
密

　
　
な
蓮
繋
の
下
に
計
画
達
成

　
　
に
努
力
す
る
。

2
、
・
昭
和
E
＋
年
度
擾
興
計
画

’
重
点
目
糠

　
経
済
振
興
対
策
と
し
て
努
力

の
対
象
と
す
べ
き
事
項
は
多
々

あ
り
各
区
夫
々
の
実
情
に
応
じ

具
体
的
に
実
行
に
努
力
す
べ
き

は
勿
論
で
あ
る
が
普
遍
的
且
つ

実
行
可
能
な
事
項
と
し
て
村
は

次
の
四
項
目
を
取
り
上
げ
こ
れ
、

を
目
標
と
し
て
推
進
す
る
。

　
一
、
農
林
産
業
の
振
興

　
二
、
防
災
対
策
及
災
害
の
復

　
　
旧

　
菖
、
農
協
の
整
備
強
化

　
圏
、
新
生
活
運
動
の
実
践

三
、
重
点
巽
式
事
窺

1
、
災
害
復
旧
及
防
災
対
繁

　
㈲
耕
地
災
害
復
旧

　
、
災
害
に
よ
り
埋
没
、
流
失
、

　
　
決
壊
等
の
被
害
を
受
け
て

　
　
い
る
耕
地
、
堰
、
水
路
、
堤

　
　
塘
等
の
中
未
完
成
の
個
所

　
　
の
復
旧
の
促
進
を
計
る
。

．
◎
農
地
復
旧

　
　
「
開
谷
」
　
「
白
浜
」
　
「
八

　
　
重
療
」
　
「
下
村
」
　
「
近
広

　
O
極
覆
旧

；
臨
圏
．
蜜
㌔
聡
・

　
　
　
　
　
　
　
出
・
剛
‘
．
雌
Ψ
慌
く
．
潤
卍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奨

　
　
コ
戸
の
口
」
　
「
上
の
原
」

　
　
「
中
島
」

◎
水
路
復
旧

　
　
「
川
崎
水
路
」

◎
堤
塘
の
復
旧

　
　
「
稲
葉
野
」
　
「
下
渡
川
下

　
村
」
「
幸
崎
」

ロ
堤
防
護
岸
の
保
護
強
化

O
河
川
愛
護

　
堤
防
上
の
立
木
で
風
揺
れ

　
等
に
よ
り
地
盤
に
弛
緩
を

　
来
す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

　
は
適
宜
に
伐
採
す
る
こ

　
と
。

　
護
岸
堤
防
に
塵
芥
を
捨
て

　
ぬ
こ
と
又
既
存
施
設
で
抜

　
石
及
災
害
の
因
を
な
す
と

　
認
め
ら
れ
る
も
の
を
発
見

　
し
た
場
合
は
応
急
補
修
を

　
．
す
る
こ
と
。

　
・
木
、
草
、
及
竹
連
理
の
自

　
然
繁
茂
順
順
植
は
護
律
堤

　
．
防
の
保
護
強
化
上
必
要
で

　
あ
る
か
ら
裸
場
防
に
は
品

　
㍗
種
を
選
び
補
澄
す
る
と
共

　
に
樹
木
竹
頚
の
徒
長
に
よ
、

　
り
流
水
を
さ
ま
た
げ
る
も

　
の
は
適
宜
切
り
縮
め
る
こ

　
と
（
但
し
小
川
の
場
合
）

　
櫨
岸
堤
防
の
堀
起
し
や
魚

　
取
り
等
に
よ
り
根
石
を
動

」
か
し
又
は
抜
き
放
つ
よ
う

一
な
こ
と
は
絶
対
に
行
わ
ぬ

　
ζ
と
。

◎
村
単
独
σ
土
趣
工
事

　
緊
急
を
要
す
も
遭
路
、
橋

’．

ﾀ
の
復
旧
及
紅
綬
改
良
工

　
事
で
国
、
県
、
補
馳
の
対
象

　
に
な
ぢ
拭
い
事
業
を
置
点

　
的
に
取
上
げ
て
行
う
が
主

　
と
し
．
て
隠
道
に
認
定
せ
ら

　
れ
て
い
る
も
の
で
地
方
産

　
業
の
振
翼
の
上
か
ら
経
済
．

・
・
－
二
乗
の
多
い
も
の
を
酎
財
穐

　
　
　
・
：
，
　
戯

　
　
政
の
許
す
範
囲
．
で
実
施
す

　
　
る
。

　
O
防
災
桑
園
の
設
置

　
喚
畑
地
の
防
風
と
桑
葉
の
利
．

　
　
用
を
兼
ね
て
書
信
及
畦
畔

　
　
に
桑
樹
を
植
栽
す
る
た
め

　
　
に
。

　
　
　
1
、
‘
適
地
の
調
査

　
　
　
2
、
桑
苗
の
斡
旋

　
　
　
5
、
植
栽
の
指
導

　
　
を
行
う

　
O
防
災
茶
園
の
設
置

　
　
畑
地
の
耕
土
の
流
亡
を
防

　
　
ぎ
地
力
を
維
持
し
併
せ
て

　
　
製
茶
を
得
る
た
め
に
。

　
　
　
1
、
適
地
の
調
査

　
　
　
2
、
茶
種
子
の
斡
旋

　
　
　
5
、
栽
培
法
の
指
導

　
　
等
を
行
う

2
、
酸
林
山
業
の
回
目

◎
水
稲
及
麦
作
の
安
定
向
上

ω
秋
落
対
策
　
　
　
　
　
．
，

　
　
イ
対
策
検
診
の
実
施
坪
谷

　
　
　
二
五
町
歩

　
　
ロ
適
正
な
穂
肥
の
施
用

　
　
ハ
自
給
肥
料
の
増
施

　
働
保
温
折
衷
苗
代
の
奨
励
　
　
鱈

　
　
イ
講
習
講
話
会
の
開
催

　
　
ロ
必
要
資
材
の
齢
旋

　
㈹
品
種
の
適
正
配
合

　
　
イ
種
子
籾
の
確
保
斡
旋

　
・
ロ
適
正
配
合
の
基
準

　
　
　
早
生
　
一
〇
％
　
　
　
、

　
　
　
中
生
一
〇
％
一
一
五
％

　
　
　
晩
生
の
中
　
三
五
％

　
　
　
晩
生
の
晩
四
Q
一

　
　
　
　
．
」
㌃
　
　
四
五
％

　
　
ハ
臥
病
性
品
種
の
普
及
’

　
㈲
酸
性
土
簸
の
改
良

　
　
イ
対
策
検
診

　
　
　
迫
町
内
診
〇
町
歩
実
施

　
　
ロ
無
硫
酸
根
肥
料
の
施
用

⑤
自
給
肥
料
の
増
施

O
自
給
肥
料
の
増
産
及
施
肥
の

合
理
化

ω
昭
和
三
十
年
度
増
産
目
標
（

　
既
に
指
示
ず
み
）
、

　
イ
堆
　
肥
　
全
耕
地
反
当

　
　
五
〇
〇
貫
四
、
．
ゼ
三
五
、

　
　
O
O
O
貫
・

　
ロ
緑
肥
作
付
面
積

　
　
　
　
　
　
一
八
一
一
町
六
反

　
ハ
草
木
灰
　
全
耕
地
反
当

　
　
一
〇
貫
九
五
、
O
O
O
．
貫

②
増
産
強
調
旬
間
二
足

　
㈲
堆
肥
オ
ー
七
で
十
月

．百

錘
O
曲
剛
九
月
5
三
月

　
　
　
　鍵

灘
一
難
、
嚇
藤
繋
即

事
繕
麟
灘
　
灘
灘
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
猶

　
　
　
将
来
五
〇
〇
頑
生
産
を
　
　
炭
量
の
増
加
を
計
ら
な
け
れ
　
　
左
記
の
よ
う
な
こ
と
を
重
点

　
・
月
標
に
種
付
を
励
行
す
　
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
講
習
会
　
　
的
に
取
り
上
げ
必
ず
実
行
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
廟

　
　
　
る
と
共
に
不
妊
牛
の
治
　
　
や
座
談
会
を
開
催
し
た
り
改
　
　
て
農
協
を
再
建
し
ま
し
ょ
う
、

　
　
　
療
を
行
う
こ
と
又
種
付
　
　
善
の
意
慾
を
昂
拐
す
る
た
め
　
O
増
資
及
貯
蓄
個
標
の
達
成

　
　
　
の
時
期
を
選
ぶ
こ
と
に
　
　
に
木
炭
口
m
評
会
を
開
催
す
る
　
　
ω
増
資
目
標
の
達
成
　
　
　
　
　
㌔

　
　
　
よ
っ
て
仔
牛
の
生
産
を
　
　
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
部
落
懇
談
会
等
に
は
努
め
．

　
　
．
鎌
肌
讃
鍔
膿
羅
謡
甥
に
朗
篶
襲
羅
器

　
ω
血
統
登
録
を
行
い
資
格
牛
◎
裏
作
の
奨
励
　
　
　
　
　
　
　
　
数
は
必
ず
完
済
す
る
こ
と

　
本
村
経
済
の
過
去
を
ふ
り
返
・
裏
作
と
し
て
菜
種
を
取
り
入
、
　
す
る
　
　
　
　
　
　
　
．
．

つ
て
見
る
と
き
山
の
恵
み
に
　
　
ま
し
よ
う
。
菜
種
は
緑
地
と
　
　
の
俸
給
生
活
者
の
天
引
貯
金
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
様
に
栽
培
跡
地
が
肥
え
る
、
　
の
励
行
、

　
よ
り
繁
栄
し
山
に
よ
り
左
右

　
き
れ
て
き
て
お
る
程
山
林
は
　
　
作
物
で
あ
り
菜
窟
油
は
農
村
　
　
斜
学
童
貯
金
の
励
行

籏
躍
蔭
鯖
羅
纈
雛
溢
柵
㈱
羅
纏
茎
崎
．
譲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

水
の
上
か
ら
も
経
済
振
興
の
　
　
は
最
も
理
想
的
な
肥
料
で
あ
　
　
購
入
等
の
目
的
を
樹
立
そ

年
産
三
〇
万
俵
用
材
と
共
に
　
　
組
合
で
あ
っ
て
他
人
の
も
の
　
　
　
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
　
　
　
h

　
林
産
物
の
双
調
と
し
て
村
経
・
で
は
あ
り
ま
せ
ん
自
分
達
組
　
　
　
保
有
米
を
除
い
た
余
り
は

済
に
寄
与
し
て
い
る
力
は
大
　
　
合
員
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
早
目
に
売
渡
し
申
込
を
す

毒
い
が
炭
質
に
顧
て
市
場
声
　
　
不
振
だ
か
ら
止
む
を
得
な
い
　
　
　
る
こ
と
（
こ
の
制
度
は
機

　
価
が
之
に
伴
っ
て
い
な
い
こ
　
　
と
「
あ
き
ら
め
」
て
よ
い
も
　
　
　
会
を
作
っ
て
く
わ
し
く
説
　
　
　
孤

　
と
は
誠
に
心
淋
し
い
こ
と
で
　
　
の
で
し
ょ
う
か
？
自
分
の
子
　
　
　
明
す
る
こ
と
に
し
ま
す
》

　
あ
り
ま
す
。
量
目
に
品
揃
に
　
　
は
供
病
弱
だ
か
ら
止
む
を
得
㈲
農
林
産
物
集
荷
目
標

炭
質
に
改
善
の
余
地
は
多
い
　
　
な
い
と
「
あ
き
ら
め
」
る
親
　
　
東
郷
嚢
鰺

」
県
営
検
査
に
黛
っ
て
格
付
さ
が
此
の
世
に
あ
り
ま
し
よ
う
米
三
、
O
O
O
俵

　
れ
て
は
い
る
が
抜
取
検
査
に
　
　
か
否
ど
ん
な
無
理
を
し
て
も
　
　
　
麦
．
　
　
　
　
八
O
O
俵

よ
り
格
付
き
れ
る
の
で
庄
産
　
　
必
ず
病
院
に
入
れ
治
療
に
万
　
　
　
甘
藷
　
七
〇
、
O
O
O
一

考
の
爵
覚
に
待
つ
以
外
晶
質
　
　
全
を
つ
ぐ
す
忙
毒
ま
っ
て
お
　
　
　
ラ
ミ
ー
・
　
五
〇
〇
貫

向
上
の
方
途
は
な
い
。
一
枚
　
　
り
ま
す
。
ダ
フ
レ
下
不
振
に
　
　
　
饒
菜
　
　
四
、
九
〇
〇
貫

ρ

幅

1紬謡

、
な
　
か
．
　
　
”
．
齢
．

凝
：
融
．
．
三
三
織
㌧
野

緊
露タ：

，
，
’
罪
罵
、
翠
．
暫

　
　
　
緩
［
礎
暁

製
汐
魚
膠
劉
謹
聴
慶
醒
際
臨
監
静
k
桑
薩
㌧
語

脾
設
．
㌦
，
P
，
．
・
概
晦
、
酵
』
舅
脆
膨
で
∵
睾
壱
－
浩
、
、
　
ト

隷

臨



ず
　
、

冷
．
・
「
　
“
，
へ
h

悔
．
日

工
凶
．
げ
、
警
．
ざ
詳
評
、
謹
』
塞
蟻
さ
．
，
瀞
ム
、
ハ
遥
紳
嚢
．
泓
彦
、
・

罵
．
潤
　
6
斗

．
，
ず
噸
遡

㌦
4
メ

レ

ず㌦1溺

　　　　　甑

壁・ゆ噺げ
レ
　
．響響騨沸脳珊轡脚哩’附＝燃「w餌蝿1椴響轡

　　　　　　　　　’

1野号『糟饗響照賜ll璽r

　
　
　
　
ま
　
ゆ
　
　
　
三
五
〇
貫
O
盆
行
事
の
申
合
せ

　
　
　
　
仔
牛
　
二
五
〇
頭
㈹
盆
提
灯
鳳
近
親
者
の
み
に

行
小
栗
二
、
五
〇
〇
貫
止
め
る
こ
と

　
　
　
　
木
炭
　
七
五
、
O
O
O
俵
　
　
回
新
盆
の
家
の
接
待
は
簡
素

日
．
　
二
三
三
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
す
る
こ
と

5
　
　
、
米
　
　
　
一
、
二
〇
〇
俵
　
　
の
慰
霊
祭
は
盛
大
に
行
い
冗

　
　
　
　
麦
’
，
　
　
　
四
〇
〇
俵
　
　
　
費
を
節
約
し
日
岡
に
迷
惑

月
　
　
　
　
雑
齪
一
．
　
一
〇
〇
峻
　
　
　
を
か
け
な
い
こ
と

7．騨

D
籍
　
講
難
翻
羅
羅

和
　
　
　
椎
・
茸
・
　
六
〇
〇
貫
こ
と
に
決
り
ま
し
た
が
そ
の
中

昭
4
、
新
生
渚
鑑
勘
の
實
践
　
で
遇
特
に
次
の
四
項
目
を
重
点

　　

@
歎
騒
脇
擬
欝
舞
蕨
欝
欝
馳
認
肋
膿

　
　
　
の
原
則
で
あ
り
ま
す
。
金
融
ま
し
た
。

　
　
　
引
締
に
よ
る
金
詰
り
の
新
し
1
沸
特
産
物
々
育
成
し
て
経
済

　
　
　
い
経
済
の
制
約
を
受
け
な
が
　
　
力
を
培
養
す
る
た
め
に
農
林

　
　
　
．
ら
自
給
度
が
高
く
至
極
の
ん
　
　
産
業
の
振
興
の
申
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
．
び
り
し
た
生
活
が
た
や
す
く
　
　
蘂
翻
の
増
植
（
防
災
茶
園
を

　
　
　
営
む
ζ
と
の
田
来
た
古
い
時
　
　
含
む
）
・

　
　
　
代
の
習
慣
を
そ
α
ぎ
、
実
行
2
、
災
害
時
に
生
命
財
産
を
守

　
　
　
・
す
る
ζ
と
は
犬
変
難
し
い
事
　
　
り
被
害
唇
最
少
限
度
に
止
め

　
　
　
で
あ
り
ま
す
か
ら
現
実
に
経
　
　
－
る
為
に
防
災
対
策
の
中
で
は

報
灘
轍
纏
欝

　　

@
欝
警
釜
籍
響
諺
㍊
約
し
生
活
の
安

村
，
酵
諮
駐
縫
舞
假
’
．
鵬
劇
讃
製
糎
運
筆

　
　
　
り
ま
し
よ
う
。
　
　
　
　
冠
婚
穽
祭
の
簡
繁
化

　
　
O
実
践
活
動
と
し
て

郷
講
灘
騨
蝶
議
轟
轟

　　

@
継
親
験
擁
鐵
．
畿
駿
欄
黙
総
騎
計

東
鞭
繁
鞭
藷
輪
郭
卵
白

　
　
　
口
、
冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
　
．
　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

　
　
　
H
正
月
、
節
句
、
お
盆
、
彼
　
　
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
・
－

　
　
　
　
岸
、
お
祭
な
ど
の
贈
答
品
　
　
本
件
公
益
を
代
表
す
る
委
員

　
　
　
　
は
親
許
だ
け
と
す
る
　
　
　
・
と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
い
た
新

　
　
　
⇔
≒
お
祭
り
」
に
は
お
客
は
　
　
名
岩
喜
、
三
尾
種
子
の
工
期

　
　
　
　
招
待
し
な
い
　
　
　
　
　
　
員
の
辞
職
に
伴
い
新
に
次
の

　
　
　
㈲
結
婚
式
は
厳
籍
で
清
楚
に
　
　
者
を
委
嘱
す
る
議
案
で
原
案

　
　
　
　
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
お
り
可
決
し
た
。

　　

@　

ﾟ
報
は
葦
円
以
内
東
郷
欄
大
器
巳
庵

　
　
　
　
②
結
婚
式
祝
宴
参
列
者
は
　
　
東
郷
村
大
字
山
陰
丙
一
、

醐，

緒
P
議
難
辮

　
　
　
　
働
新
婦
は
「
夜
具
」
　
「
た
よ
り
現
在
欠
員
と
な
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
ん
す
」
「
姫
鏡
台
」
「
議
会
が
推
薦
す
る
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
た
ら
い
」
程
度
と
す
る
の
所
掌
1
5
属
す
る
事
項
に
つ
い

　
　
　
　
⑤
酒
肴
料
は
一
人
三
百
円
て
学
識
経
験
を
有
す
る
委
員
候

　
　
　
　
　
以
内
と
す
る
（
料
理
は
補
の
詮
考
を
行
い
次
の
者
を
推

γ
　
　
　
　
五
品
以
内
酒
類
は
二
合
薦
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

2
　
　
　
　
以
内
）
　
　
　
　
　
　
　
東
郷
村
大
字
山
陰
甲
三
二
五

（　　
　
　
⑥
披
露
宴
は
絶
対
し
な
い
　
　
　
　
ボ
野
　
彰
　
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匂
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
泊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聖
，
㍗

直
診
．
だ
よ
罪

証
に
夏
型
の
天
候
と
な
り
暑
い

日
が
続
い
て
病
気
発
生
時
期
と

も
な
り
ま
し
弛
コ
お
互
に
体
に

気
を
つ
げ
て
下
さ
い
ゆ

一
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議

会
墨
金
が
定
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
冠
鶴
会
は
被
保
険
者
の

代
表
二
名
医
師
代
衷
一
名
公

益
代
表
二
名
か
ら
で
き
て
い

ま
し
て
会
長
は
公
益
代
表
か

ゆ
ら
選
任
す
る
こ
と
～
な
っ
て

い
ま
す
。

協
麟
会
は
村
長
の
諮
問
機
関

で
あ
b
事
巣
関
係
は
も
と
よ

り
診
療
所
の
運
営
に
つ
い
て

も
協
議
す
る
こ
と
》
な
っ
て

い
ま
す
。

被
保
険
者
代
表

　
　
橋
　
口
　
三
次
郎

　
　
作
田
　
　
　
透

医
師
代
表

　
　
上
　
田
健
一
郎

公
益
代
表

　
　
’
稲
田
　
富
吉
．

　
　
　
塩
月
　
み
ど
り

二
♪
直
営
診
療
所
に
脅
動
車
が

．
奪
ま
し
た
。
こ
の
自
動
車
は

　
恵
者
の
輸
送
、
往
診
そ
の
他

直
診
運
営
上
使
用
さ
れ
る
も

　
の
で
あ
り
車
庫
と
共
に
国
の

補
助
を
得
て
設
置
し
た
も
の

で
あ
レ
ま
す
。
、
　
燕

　
一
見
ぜ
い
沢
の
よ
う
に
あ
り

ま
す
が
村
内
道
路
の
形
態
等

か
ら
し
て
あ
の
型
が
患
者
を

無
理
せ
ず
運
べ
る
最
も
適
し

　
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

村
民
各
位
の
御
愛
用
を
乞
う

次
第
で
す
。

鵠
肇
＝
旧
跡
一
罎
一
葦
≡
窪
毒
§
一
蓋
二
一
≡
養
葺
一
窪
騙
薯
一
羅
蚕
菱
呂
§
誕
垂
一
一
≡
§
曇
§
昌
一
楚
毒
＝
震
蓉
一
一
菱
＝
§
一
藝
§
一
薫
曇

夏
休
み
と
家
庭
の
心
得

一
、
学
習
を
怠
ら
な
い
よ
う
に

　
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
1
、
学
校
か
ら
示
さ
れ
た
学
．

　
　
習
q
分
量
を
毎
日
、
き
ま

　
　
り
正
し
く
学
習
さ
せ
る
。

　
2
、
朝
の
涼
し
い
時
間
内
に
、

　
　
行
儀
よ
く
さ
せ
る
0

　
3
、
家
庭
の
誰
か
が
見
て
ほ

　
　
め
て
や
る
。

　
4
、
自
由
に
作
る
工
作
等
よ

　
　
ろ
こ
ん
で
加
勢
し
て
や
る

二
、
毎
日
き
ま
っ
た
家
事
手
伝
‘

　
を
さ
せ
て
下
さ
い
。

　
1
“
小
学
生
、
中
学
生
そ
れ

　　

q
麓
毎
諺
蹴
静

　
．
ざ
せ
る
。
．

　
2
一
、
仕
事
の
量
は
あ
ま
り
多
、

　
　
す
ぎ
ず
、
毎
日
つ
讐
け
さ
．

　
馳
す
。

　
3
、
仕
事
を
し
た
こ
と
を
認

　
・
め
て
、
ほ
め
て
や
る
。
．

三
、
か
ら
だ
に
気
を
つ
け
て
下

　
さ
い
。
　
，
・

　
1
、
生
活
が
自
由
で
不
規
則

　
　
に
な
り
ま
す
の
で
、
間
食

　
　
物
が
自
由
に
な
り
病
気
の

　
　
原
因
と
な
る
コ

　
津
、
夜
ふ
か
し
を
し
な
い
で

　
　
一
定
の
睡
眠
を
と
ら
せ
る

　
3
、
ひ
る
ね
の
時
簡
を
あ
た

　
　
え
る
。

．
4
、
夏
に
起
り
易
い
伝
染
病

　
　
予
防
に
注
意
す
る
。

．
5
噸
．
油
類
を
多
く
あ
だ
湘
る
．

四
、
行
い
を
注
意
し
て
見
ま
し

　
よ
％
戸
．
　
　
　
　
●

．
　
鳳
柑
虫
活
が
不
規
則
に
な
る

　
、
の
で
、
行
い
が
自
由
に
な

　
　
り
勝
ち
で
あ
る
。

　
舞
魅
ぎ
澄
ん
祭
、
お
盆
祭
り

　
　
の
夜
ふ
か
し
行
事
に
は
行

一
－
か
せ
な
い
方
が
欲
い
つ

　
3
、
映
画
は
学
校
が
許
可
し

　
　
な
い
も
の
は
見
せ
な
い
コ

　
4
、
二
心
、
延
岡
あ
た
り
に

　
　
無
断
で
行
く
こ
と
等
、
か

　
　
た
く
注
意
す
る
。

　
5
、
遊
び
友
逮
等
の
こ
と
も

　
　
考
え
る
・

　
6
、
所
持
晶
や
衣
服
等
も
時

　
　
耀
し
ら
べ
る
ρ

五
、
水
泳
上
の
注
意
事
項

　
1
、
自
分
よ
り
大
き
い
者
と

　
　
旧
し
よ
に
ゆ
く
。

　
2
、
危
険
な
場
所
を
教
え
て

　
　
噸
走
し
た
所
で
泳
ぐ
ζ
と

　
　
に
す
る
。
．

　
3
、
耳
川
本
流
は
と
く
に
濁

　
　
つ
て
い
る
の
で
注
意
す
る

　
4
、
暑
い
ま
っ
さ
か
り
は
泳

　
　
が
せ
な
い
が
よ
い
コ

　
5
、
中
耳
炎
を
起
さ
な
い
よ

．
　
ケ
、
毎
日
注
意
す
る
。

六
、
其
の
他

　
1
、
子
供
に
と
っ
て
は
、
た

　
　
の
し
い
夏
休
み
で
す
三
目

　
　
が
だ
の
し
く
あ
る
よ
う
に

　
　
し
て
下
さ
い
。

　
2
、
登
校
日
に
は
必
ず
学
校

　
　
に
ゆ
か
せ
て
先
生
に
会
わ

　
　
せ
て
下
き
い
。

　
3
、
家
族
そ
ろ
っ
て
一
日
海

．．

ﾗ
に
遊
ぶ
ζ
と
も
大
変
よ

　
　
い
事
で
す
。
　
　
以
上

決
定
し
ま
し
た
。

O
年
配
委
員
会
に
於
て
は
特
に

　
貯
蓄
の
増
強
を
本
年
度
の
重

　
点
目
標
と
し
て
取
上
げ
、
戸

，
別
訪
問
に
よ
る
桐
人
貯
金
の

勧
誘
の
ほ
か
，

　
一
、
全
澱
『
齊
簸
伽
貯
金

　
　
（
毎
月
十
五
日
鍬
輔
人
十

　
　
円
貯
金
》
　
　
」
㌔
・

・
二
、
公
職
者
欝
給
手
当
天
肌
・

　
　
貯
金

　
三
、
昆
主
団
体
日
掛
》
月
掛

　
　
貯
金

・
四
、
学
校
子
供
組
合
貯
金
等

　
　
の
団
体
貯
蓄
の
組
織
強
弓

　
　
に
全
力
を
尽
す
ζ
と
と
起

　
　
り
ま
し
た
。
　
　
　
∴

六
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
；

O
村
鶴
会
内
に
も
農
協
再
建
特
・

　
別
委
員
会
が
出
来
ま
し
牝
、
9
μ

委
員
は
黒
木
態
吉
（
長
）
岩

野
春
治
、
甲
斐
実
、
稲
田
富

　
吉
、
田
辺
清
吉
の
目
隠
で
、

特
に
農
協
に
対
す
る
識
見
の

　
深
い
人
達
に
よ
っ
て
構
成
き

　
れ
、
農
協
再
建
に
つ
き
麟
会

　
側
か
ら
の
強
力
な
指
導
と
援

　
助
が
さ
れ
る
こ
と
匿
な
り
ま

し
㌣
　
　
　
凄
．

脅

む．
　
／

寸

ハが
，

てね尋蚕

嚢
協
だ
．
よ
り

六
月
十
三
　
　
・
叫
　
’

O
村
の
経
済
搬
興
対
策
委
員
会

．
に
於
て
農
協
の
整
備
強
化
が

　
大
き
く
取
上
げ
ら
れ
、
農
協

　
部
委
員
と
し
て
、
塩
月
儀
市
．

　
日
高
郡
司
、
河
野
新
、
橋
口

　
和
吉
冷
東
村
吉
市
、
塩
月
み

　
ど
り
、
高
森
文
夫
の
七
氏
が

　
　
一

昨
年
は
台
風
災
害
の
求
め
夏
秋

蚕
は
大
き
な
痛
手
を
受
け
た
が

今
年
こ
そ
夏
期
桑
園
管
理
を
充

分
に
b
で
反
当
能
率
を
揚
ぐ
る

事
に
努
め
よ
う
。
特
に
桑
の
収

董
を
増
す
廓
が
繭
増
産
に
な
る

こ
乏
は
云
う
ま
で
略
な
い
9
桑

灘
欝
髭
騎
覇
醐

の
収
穫
は
大
体
定
ま
る
も
の

で
、
此
の
題
間
内
に
六
月
号
に

記
載
し
た
施
肥
設
計
に
基
き
弓

勢
な
桑
作
り
を
や
っ
て
ほ
し

い
。

（
質
》
初
秋
蚕
の
掃
立
が
近
づ

．
．
，
い
た
が
掃
立
の
時
期
と
稚
蚕

層
の
取
扱
い
に
つ
い
て
伺
い
た

．，

｢
。
　
、

審
）
今
回
の
夏
秋
蚕
掃
立
は

　
犬
体
七
月
三
十
日
（
旧
六
月

．
十
哲
息
を
予
定
し
て
居

、、

驕
B
，
今
年
は
丁
度
旧
盆
が
九

　
転
炉
日
ビ
な
る
の
で
八
月
二

～
十
八
醤
填
ま
で
に
繭
出
荷
を

．
終
む
書
を
し
て
居
り
ま

　
ず
。
引
続
き
晩
秋
蚕
を
九
月
、

　
六
日
掃
立
す
る
計
画
で
あ
か

　
ま
す
し
椎
蚕
の
取
扱
い
に
つ

　
い
て
は
特
に
夏
秋
堅
雪
は
高

　
温
の
時
季
で
あ
り
従
っ
て
蚕

　
児
の
経
過
も
非
常
に
堅
く
失

　
敗
率
も
高
い
の
で
左
記
に
注

　
憲
さ
れ
た
い
，

一
、
蚕
室

　
コ
、
蚕
室
は
成
る
べ
く
北
受

　
　
の
間
を
撰
び
若
し
南
西
に

　
　
面
し
た
蚕
室
を
使
用
す
る

　
・
場
合
は
必
ず
麦
干
若
し
く

　
　
は
藁
等
で
日
覆
を
な
し
冷

　
　
涼
な
蚕
室
を
作
る
。

　
2
、
蚕
室
の
清
掃
と
三
具
の

　
　
洗
雪
を
行
ひ
著
て
完
全
な

　
　
る
消
毒
を
行
う
（
蚕
下
は
．

　
　
日
光
消
毒
に
て
も
可
）

二
、
用
害

　
1
、
稚
蚕
の
用
桑
ば
チ
ッ
ソ

　
　
過
多
で
な
い
専
用
網
の
充

　
　
実
し
た
梢
々
硬
目
の
良
桑

　
　
を
給
与
す
る
。

　
2
、
桑
の
萎
凋
を
防
止
す
る

　
　
已
め
摘
桑
、
貯
桑
等
に
充

　
　
分
注
意
し
努
め
て
賢
覧
を

　
　
用
ゆ
る
。

三
、
飼
育
・

　
1
、
一
日
の
給
桑
回
数
は
高

　
　
温
の
時
季
で
あ
る
の
で
四

　
　
回
給
桑
と
し
大
体
次
の
時

　
　
刻
に
給
桑
す
る
午
前
中
、

　
　
五
時
、
十
．
一
時
、
午
後
四

　
　
時
、
九
時
．

　
2
、
蚕
児
の
発
育
が
盛
ん
で

　
　
あ
る
の
で
早
目
に
砲
座
を

　
　
な
し
桑
不
足
に
な
ら
ぬ
様

・
．
智
慧
す
る
。
　

3
、
最
近
の
蚕
品
種
は
眠
に

　
　
近
づ
ぐ
．
と
桑
不
足
の
ま
～

　
　
就
眠
ず
る
向
き
が
あ
る
の

　
　
で
催
眠
後
は
給
桑
回
数
を

　
　
増
し
充
分
食
ひ
込
ま
せ
る

　
4
、
桑
付
は
梢
々
皐
目
に
桑

　
　
止
は
充
分
眠
っ
て
し
ま
ふ

　
」
ま
で
新
鮮
な
桑
の
給
与
に

　
　
努
め
る
。

　
5
、
除
沙
は
一
国
は
行
な
わ

　
　
ず
拡
座
の
み
二
令
眠
除
を

　
　
行
ふ
程
度
と
す
る
。

【
注
意
】
・
　
一

　
特
に
蚕
種
の
取
扱
い
で
あ
る

　
が
蚕
種
ば
成
る
可
く
朝
夕
の

　
涼
し
い
間
に
浬
物
し
指
示
き

　
れ
た
日
時
に
必
ず
掃
立
を
行

　
う
こ
と
で
あ
る
。

　
爾
掃
立
卵
量
の
竃
O
％
程
度

　
を
選
正
掃
立
卵
量
ζ
さ
れ
て

　
い
る
（
初
秋
蚕
）

季
節
保
育
・
所
、

今
年
は
五
個
所
に
鳶
凧

田
植
の
時
期
に
入
り
農
村
地
帯

で
は
猫
の
手
も
か
め
た
い
程
の

忙
し
さ
湘
特
に
幼
児
を
持
つ
母

親
の
悩
み
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
る
。

昨
年
は
た
ゴ
一
個
所
に
保
育
所

を
開
設
し
た
が
非
常
に
良
い
成

績
を
修
め
た
の
で
今
年
は
積
極

．
的
に
こ
れ
が
開
設
を
奨
め
、
各

部
落
毎
に
座
談
会
等
を
行
い
、
．

婦
協
会
、
公
民
館
、
区
、
そ
の

他
部
落
の
有
志
の
協
力
に
よ
り

五
個
所
に
開
設
さ
れ
た
。
園
児

　
　
　
　
山
、
百
合
　
　
　
　

冬
、

夏
草
の
茂
み
が
上
に
伸
び
い
で
て
ゆ
尤
か
に
な
び
く
山
百
合
の
花

夏
山
の
風
の
さ
び
し
さ
百
合
の
花
さ
が
し
て
の
ぼ
る
前
に
う
し
ろ

に折
ウ
と
れ
ば
わ
れ
よ
り
高
き
山
百
合
の
青
葉
が
く
れ
の
大
白
重

陽
わ
た
わ
に
蕾
ば
か
り
が
垂
れ
る
つ
つ
こ
の
山
百
合
の
長
し
眞
青
し

は
約
一
二
〇
名
で
朝
は
六
時
過

ぎ
か
ら
夕
方
七
時
頃
迄
匹
幼
児

だ
け
の
生
活
が
始
ま
る
p
唄
や

踊
り
に
興
じ
曳
，
キ
ヤ
ツ
く
と

遊
び
廻
っ
て
い
る
か
と
思
う
と

突
然
母
を
潟
ね
て
泣
き
’
出
す

児
、
て
ん
て
こ
ま
い
の
保
母
の

．
姿
。
子
供
ら
の
一
番
の
楽
し
み

は
お
や
つ
や
、
昼
食
に
あ
る
よ

う
だ
、
－
或
る
保
育
所
で
は
副

食
の
給
食
を
し
て
い
ξ
所
も
あ

る
。

闘
設
期
間
は
ほ
と
ん
ど
が
一
週

閥
か
ら
十
日
位
で
途
中
か
ら
入

所
を
希
望
す
る
者
、
常
設
保
育
．

所
を
希
望
す
る
者
等
子
供
に
対

す
る
関
心
が
．
一
層
高
ま
つ
た
よ

う
だ
、

悩
み
は
経
費
と
施
設
及
び
保
母

さ
ん
に
あ
る
よ
う
だ
。

研
究
田
の
田
植

あ
ち
ら
、
・
こ
ら
ら
に
賑
か
な
田

植
が
始
つ
た
っ
こ
、
東
郷
青
年

学
級
で
は
附
近
の
三
原
房
吉
氏

の
好
意
で
水
田
六
畝
歩
を
借
り

受
け
去
る
二
十
四
日
研
究
田
の

田
植
を
行
っ
た
。
．

陽
焼
け
し
た
顔
に
玉
の
よ
う
な

汗
を
流
し
て
黙
々
と
働
く
学

級
生
、
誠
に
た
の
も
し
い
限
り

だ
。品

種
は
ツ
ル
ギ
バ
で
硅
酸
ス
ラ

グ
の
効
果
、
並
に
．
播
種
量
の

試
験
で
そ
の
成
果
が
期
待
さ
れ

る
。
－

’

水
稻
の
穂
肥
を
　
・

　
　
合
理
的
に
使
い
ま
し
ょ
う

稲
の
収
量
は
穂
の
数
と
一
穂
の

重
さ
で
き
ま
り
ま
す
。
穂
の
数
．

は
主
と
し
七
月
末
頃
ま
で
に
決

ま
り
そ
れ
以
後
は
，
穂
の
重
さ

．
（
籾
の
数
之
充
実
）
を
増
し
て

収
量
を
高
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
七
月
末
頃
ま
で
ど
ん

な
に
良
い
作
柄
で
あ
っ
て
も
そ

の
後
に
肥
料
や
水
が
不
足
す
る

と
≒
ワ
ラ
」
だ
け
は
沢
山
と
れ

て
も
大
切
な
籾
の
三
女
は
望
め

ま
せ
ん
。
特
に
本
村
の
よ
う
駕

秋
落
田
の
多
い
所
で
は
堅
肥
の

施
用
が
大
変
重
大
な
仕
事
に
な

り
ま
す
。

O
纏
肥
の
時
期
◎

・
稲
の
穂
の
「
モ
ト
」
は
穂
の

出
る
一
ヶ
月
位
前
に
出
来
初
め

や
が
で
籾
の
数
も
決
っ
て
し

ま
い
ま
す
こ
れ
以
後
の
「
分
ケ

鑑
伽
錐
嚢
脚

か
ら
翌
翌
が
早
過
ぎ
る
と
こ
の

「
無
効
分
ケ
ツ
」
に
追
肥
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
く
秋
落
が

ひ
ど
く
な
り
反
対
に
遅
過
ぎ
る

ど
籾
の
数
が
決
っ
て
か
ら
追
肥

す
る
こ
と
に
な
り
一
粒
一
．
粒
の

実
入
り
は
よ
く
な
り
ま
す
が
籾

の
数
を
増
し
て
大
き
く
す
る
の

に
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
の
で
穂

肥
の
時
朗
は
穂
の
「
モ
ト
」
が

で
き
初
め
る
頃
が
．
一
番
よ
い
時

’か緊さぬ・

貯蓄て．

か讐やく農協
　、奪』．．

期
（
砂
書
形
成
期
）
に
な
り
ま

す
。
医
欝
形
成
期
は
穂
の
出
る

二
十
五
日
位
前
に
な
る
か
ら
瑞

豊
で
八
月
十
七
－
八
旧
頃
農
林

十
八
号
で
八
月
十
三
i
四
日
頃

た
か
ち
ほ
で
八
月
四
一
五
日
頃

に
な
り
ま
す
田
植
の
早
い
尊
い

と
晶
種
に
よ
っ
て
穂
の
出
る
時
、

期
が
異
り
ま
す
の
で
自
然
三
三

の
時
期
も
加
減
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
ず
。
、

◎
穂
肥
の
畳
．

穂
肥
の
量
は
普
通
反
当
り
「
チ

ッ
ソ
」
分
と
し
て
二
〇
〇
乃
至

四
〇
〇
匁
位
ま
で
で
す
か
ち
硫

安
な
ら
一
貫
五
〇
〇
匁
位
尿
素

な
ら
七
〇
〇
匁
程
度
に
な
り
ま

す
．
穂
肥
は
秋
落
田
や
元
肥
の

少
か
っ
た
田
に
は
是
非
必
票
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

す
が
地
力
の
高
い
田
や
肥
料
が

よ
く
効
い
て
出
来
の
よ
い
田
で

は
出
来
過
ぎ
に
な
り
ま
す
穂
肥

の
必
要
な
田
で
も
分
量
が
過
ぎ

る
と
倒
れ
た
り
病
害
虫
の
発
生

を
誘
い
ま
す
か
ら
草
で
き
の
程

度
を
見
て
分
量
を
加
減
し
て
施

し
穂
肥
を
施
す
場
合
は
水
を
と

め
て
施
し
デ
L
二
日
は
水
を
流

さ
な
い
よ
ケ
に
注
意
し
ま
し
よ

う
。
・
又
本
村
で
は
元
肥
に
加
里

肥
料
の
施
し
方
が
大
変
少
い
の

．
で
日
野
と
一
所
に
塩
化
加
里
五

〇
〇
匁
乃
至
一
貫
位
（
草
木
灰

な
ら
五
貫
乃
至
十
貫
）
を
施
す

と
収
糧
港
増
し
い
も
ち
病
の
発

生
も
少
く
な
り
ま
す
か
ら
是
非

加
里
肥
料
も
施
す
よ
う
に
し
ま

し
よ
う
。
特
に
冷
水
田
や
湿
田

等
に
は
加
里
肥
料
の
効
果
が
大

き
ぐ
現
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
＼
　
　
　
．

馨
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△
今
年
は
悔
雨
期
の
雨
量
も
大

体
順
当
で
田
植
え
も
終
つ
沈

が
来
る
日
も
来
る
日
も
照
力

　
っ
け
ら
れ
て
す
で
に
潅
重
水
　
　
　
謹

に
不
足
を
き
た
し
た
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
」
P
融

も
あ
る
よ
う
だ
。
　
「
五
風
十

踊
㌫
鷲
跨
毯
雑
㍗
醜

△
桝
年
な
ら
ば
今
ご
ろ
は
「
と

臨
監
誌
膨
．
．
扁

だ
が
今
年
は
上
流
ダ
ム
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澁

の
余
波
を
う
け
て
「
鮎
か
け

」
は
さ
つ
ば
り
で
あ
る
。
や

が
て
は
山
陰
の
名
物
「
鮎
か

け
」
に
終
止
符
の
う
た
れ
る

螺
来
る
の
で
讐
か
ろ
う
誌

△
村
が
経
済
振
興
五
岸
沿
計
画
　
　
ビ
い
扁

を
樹
立
し
て
今
年
は
五
年
目

　
で
あ
る
。
、
今
年
は
防
災
対
策

農
林
産
巣
の
振
興
、
農
憾
の
．
，

整
備
強
化
、
新
生
活
運
動
の
　
　
ド
幽

鐘
楼
驕
認
て
　
，
轟

灘
聯
灘
備
」

　
貯
蓄
に
つ
と
め
て
最
後
の
年
　
　
　
．
謁

　
に
ふ
さ
わ
し
い
振
興
の
実
を
　
　
．
、
画

　
あ
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　
管
月
や
黍
の

　
　
　
葉
か
く
れ
行
水
す

「
・
～

㌧
’
』

、
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